48.胸部大動脈瘤の外科的治療(第550回千葉医学会例会・第11回佐藤外科例会) by 田宮,達男 et al.
150 第 550回千葉医学会例会・第 1回佐藤外科倒会 
48. 胸部大動脈癌の外科的治療
間宮達男，西沢直，伊藤進
(国立千葉) 
AI合併上行大動脈癌患者に Bentall法再建を行な
い， 3年半後の今日健在である(本邦成功第 2例目)。
本法の長所，埋没縫合法を生かし， 2例に胸部大動脈亜
全置換を試みた。 l例は解離性大動脈癒 I型で，術後 2
日目 perfusionlungに鑓れた。 2例目の嚢'状大動脈
癌では，下行大動脈，頚動脈 lry-pass脳濯流法を使用，
経過良好にみえたが， 7日目急死した(換気不全)。胸
部大動脈広汎置換の成功例がほとんどない現況に因み，
本知見を分析した。 
49. 腸間膜動脈問塞症の 1{9U 
塩田彰郎，野村勝一，坪井秀一
(塩谷病院)
血栓性静脈炎にて S.49. 3"，50. 7.他医にてステロイ
ド剤連用をうけている 24才男性， S. 50. 9. 13.軽度上
腹部痛あり。 9.18夜入院，吐血あり。当初，ステロイド
潰療を考えたが， 9.20，腸管壊死によるショック状態と
なったため開腹， トライツ細帯から約 20cm，回盲部か
ら約 1mを残して腸管切除を施行した。約 10週後，吻
合部狭穿のため再手術，幸いにして救命し得たが，手術
時期のおくれやそれにいたるまでの治療内容の反省など
を含めて報告した。 
50. 	 抗血清の癌腫転移抑制効果に関する実験的研究
中野喜久男，西村明
(千葉県がんセンター消化器科)
時田尚志(同研究所動物室)
雨宮浩，落合武徳，鈴木盛一，
大森耕一郎(千大) 
BROWN-PEARCE腫療でウサギを免疫し， タンニ
ン酸処理血球法で 4096倍の抗体価をもっ抗血清をえた。
ウサギの事丸に B.P.腫蕩を移植して 14日目に宰丸を
易IJ出し，同時に開腹して転移巣の存在を組織学的に確認
する。このウサギに前述の抗血清を静注して延命効果を
観察した。対照は 11匹で術後 12日以内に全例死亡し平
均寿命は 6日であった。注射群は 15匹で術後 3カ月以
上生存 4匹，それ以内死亡例の平均寿命は 9日であった。 
51. 術後急性腎不全の血液透析 3症例
三井静(三井外科医院)
症例 10十十二指腸潰虜穿孔 9時間後に胃切除術， そ
の後乏尿，第 3病日より血液透析開始，カンジタ感染と
消化管出血にて第 261丙日死亡。症例 2。胃潰、虜の大量
出血にてショック状態に 1000ml輸血後胃切除術施行。
その後腎機能低下著明。第 3病日より血液透析開始，肺
炎合併するも抗生剤投与，頻回透析にて軽快治癒。症例 
3。手術による勝!抗損傷，第 4病日 BUN81 mg/dl浮腫
強度，同日より血液透析開始。 2回施行後損傷部手術し
軽快す。 
52. 	 透析療法と肝炎およびその予防対策について
嶋田俊恒，入江康文(千葉社会保険)
小高通夫(千大)
開設来 4年半. 2万8千透析を超え，過去 104例の透
析患者のうち 47例に肝機能障害がみられた。すなわち
肝炎疑 25，肝炎 22(発黄 6，死亡 2)である。スタッフ
は過去 65名中肝炎疑 3，肝炎 2(発黄 1)であった。 
HB抗原，抗体は RIA法にて現在 74名の患者中 4例
に抗原(+)， 52例に抗体(+) (1例重複)， スタッフ 
34名中抗原 C+)0，抗体(+)9名であった。予防には
高検出率の検査法，輸血量減少，患者間およびスタッフ
への感染防止が大切である。 
53. 	 国立佐倉療養所における腎移植
横山健郎，神谷定茂，峰巣忠，
折居和雄，柏原英彦，宍戸英雄，
佐野元昭，橋爪藤光(国立佐倉)
国立佐倉療養所では死体腎移植 5例生体腎移植 5例計 
10例の腎移植を行ないうち死体腎 l例，生体腎は全例
社会復帰した。全国の死体腎移植希望者の登録を行なっ
ている。その分析の結果，収縮期血圧 200以上あるいは
拡張期血圧 110以上は一般状態も予後も悪いと推定さ
れ，いそいで腎移植を行なう必要があると判断される。
腎提供者となり得る患者に遭遇した場合，是非一度，が
い当施に情報を提供し，死体腎移に協力するもうっとめ
るべきだ。 
54. 	 北里大における臓器移植の現況
柏木登(北里大)
北里大の腎移植は 1972年 2例， 73年 15例， 74年 15
例， 75年 20例(内 l死体腎)に行なわれた。患者生存
は8896，腎のそれは 7596である。腎損失は全て拒絶反
応によった。拒絶反応の予報を正確にするため， MLC 
タイピングの確立をめざし，それに必要なホモ接合体を
日本全国から 9人発見したo さらに数を増し， 来年は 
MLCタイピングの体系を確立する予定であるo 
